
は
じ
め
に

今
回
見
出
さ
れ
た
ク
シ
ュ
ン
コ
タ
ン
番
家
作
成
と
記
さ
れ
文
化
二
年

(

一
八
〇
五)

の
年
記
を
持
つ
二
冊
の
帳
簿
は
、
表
題
に
記
し
た

｢

ア
イ
ヌ
交
易
研
究｣

の
観
点
か

ら
見
る
と
き
、
い
く
つ
か
の
点
で
注
目
さ
れ
る
。
ひ
と
つ
は
、
松
前
藩
支
配
期
の
カ

ラ
フ
ト

(

以
下
、
サ
ハ
リ
ン
島
の
表
記
は

｢
カ
ラ
フ
ト｣

と
す
る)

に
置
か
れ
た
運

上
家
に
よ
る
経
営
を
具
体
的
か
つ
詳
細
に
示
す
最
初
期
の
経
営
史
料
で
あ
る
点
。
い

ま
ひ
と
つ
は
、
そ
の
記
載
内
容
が
個
別
の
ア
イ
ヌ
と
の
取
引
を
微
細
に
記
し
て
お
り
、

そ
う
し
た
性
格
を
持
つ
史
料
と
し
て
最
初
期
に
属
す
る
と
い
う
点
が
そ
れ
で
あ
る
。

つ
ま
り
こ
の
史
料
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
従
来
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
乏
し
か
っ

た
一
九
世
紀
初
頭
の
カ
ラ
フ
ト
に
お
け
る
直
接
交
易
の
実
態
を
知
る
こ
と
が
叶
い
、

ま
た
、
こ
の
時
期
の
カ
ラ
フ
ト
・
ア
イ
ヌ
の
社
会
と
日
本
市
場
と
の
取
引
の
実
際
を

知
る
こ
と
が
叶
う
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
後
者
の
点
は
、
ア
イ
ヌ
史
的
観
点
か
ら

も
見
過
ご
す
こ
と
の
で
き
な
い
要
素
を
含
ん
で
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

本
稿
で
は
以
下
、
こ
う
し
た
貴
重
な
内
容
を
含
む
二
冊
の
帳
簿
を
瞥
見
し
た
印
象

を
、
中
間
報
告
的
に
述
べ
て
み
た
い
。
そ
れ
に
よ
り
、
今
後
検
討
さ
れ
る
べ
き
い
く

つ
か
の
論
点
を
提
示
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
と
考
え
る
。

一

帳
簿
の
作
成
主
体
を
め
ぐ
っ
て

こ
こ
で
は
、
二
冊
の
帳
簿
の
作
成
主
体
に
つ
き
考
え
て
み
た
い
。

帳
簿
の
う
ち

｢

大
福
帳｣

の
裏
表
紙
に
は

｢

久
春
古
丹
番
家｣

と
あ
り
、｢

簾
貸

帳｣

に
は
同
じ
く
裏
表
紙
に

｢

久
春
小
丹
番
家｣

と
記
さ
れ
て
い
る
。
年
記
は
前
者

は

｢

文
化
丑
年
三
月｣

、
後
者
は

｢

文
化
二
年
閏
八
月｣

で
、
い
ず
れ
も
文
化
二
年

(

一
八
〇
五)

で
あ
る
。
帳
簿
内
部
に
記
さ
れ
る
取
引
年
記
は
文
化
元
年
の
冬
か
ら

文
化
三
年
の
夏
頃
ま
で
で
あ
る
。
帳
簿
に
散
見
す
る
ア
イ
ヌ
名
の
取
引
者
の
所
在
地

は
、
い
ず
れ
も
カ
ラ
フ
ト
南
部
の
地
名
と
み
て
よ
い
。
従
っ
て
こ
の
二
冊
の
帳
簿
は
、

文
化
元
年
か
ら
三
年
に
か
け
て
カ
ラ
フ
ト
南
部
ク
シ
ュ
ン
コ
タ
ン

(

大
泊
／
コ
ル
サ

コ
フ)

の
番
家
で
記
さ
れ
た
、
カ
ラ
フ
ト
・
ア
イ
ヌ
と
の
間
の
取
引
を
示
す
経
営
帳

簿
、
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
時
期
の
松
前
・
蝦
夷
地
に
お
い
て
、｢

番
家｣

と
い
う
語
は
一
般
的
に
商
人

(

主
に
場
所
請
負
商
人)

の
蝦
夷
地
に
お
け
る
経
営
拠
点
を
示
す
。
蝦
夷
地
に
お
い

て
藩
吏
が
駐
在
す
る
拠
点
は

｢

勤
番
所｣

と
称
す
る
こ
と
が
通
例
で
あ
る
。
よ
っ
て

帳
簿
に
み
え
る

｢

番
家｣

と
は
、
商
人
に
よ
る
ク
シ
ュ
ン
コ
タ
ン
に
置
か
れ
た
経
営

拠
点
、
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。

こ
の
時
期
ク
シ
ュ
ン
コ
タ
ン
に
経
営
拠
点
を
置
い
て
い
た
商
人
は
、
摂
津
国
兵
庫

湊
の
柴
屋
長
太
夫
で
あ
る
。
柴
屋
は
寛
政
一
二
年

(

一
八
〇
〇)

に
松
前
藩
主
の
直

捌
場
所
と
さ
れ
た
カ
ラ
フ
ト
の
交
易
実
務

(

仕
入
方)

を
請
け
負
い
、
そ
れ
が
継
続

し
て
い
た
の
で
あ
る

(｢

休
明
光
記
附
録

(

一
件
物
巻
之
三)｣

、『

新
撰
北
海
道
史』

第
五
巻
版
、
一
一
三
六
頁)

。
柴
屋
に
雇
わ
れ
て
い
た
船
頭
で
、
主
家
の
屋
号
を
名

乗
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
た
柴
屋
虎
五
郎

(

周
防
国
小
郡
宰
判
岐
波
浦
出
身)

の
回

顧
に
よ
る
と
、
当
時
の
ク
シ
ュ
ン
コ
タ
ン
は
次
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。

ク
シ
ュ
ン
コ
タ
ン
と
い
ふ
湊
に
運
上
屋
と
い
ふ
も
の
あ
り
。
此
所
千
両
場
所
と
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云
習
し
た
り
。
こ
の
運
上
場
は
九
間
四
面
の
曾
木
屋
也
。
御
役
人
方
、
其
外
百

人
内
外
の
人
詰
居
て
取
立
す
る
也
。
そ
こ
に
夷
人
の
家
居
も
大
凡
三
、
四
十
軒

は
か
り
も
あ
る
へ
し
。
こ
の
地
先
年
公
料
と
な
り
て
…

(

後
略)

(

天
保
三
年
成
立

｢

唐
太
話｣

、『

日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成』

第
四
巻
版
、
二
〇
三
頁)

こ
こ
に
い
う

｢

運
上
屋｣
と
は
、
場
所
を
沙
汰
す
る
商
人
の
現
地
責
任
者
で
あ
る

支
配
人
の
所
在
し
た
経
営
拠
点
を
い
い
、
東
蝦
夷
地
で
は
こ
れ
を
会
所
と
い
っ
た
が
、

俗
に
こ
れ
を

｢

番
小
屋｣

｢

元
小
屋｣

｢

元
番
家｣

と
も
称
し
た
。
よ
っ
て
、
帳
簿
に

み
え
る

｢

番
家｣

は
、
虎
五
郎
の
回
顧
す
る

｢

運
上
屋｣

と
同
義
と
み
て
よ
い
だ
ろ

う
。柴

屋
の
そ
の
後
の
カ
ラ
フ
ト
差
配
を
虎
五
郎
の
足
跡
に
即
し
て
確
認
し
て
み
る
と

次
の
よ
う
に
な
る

(｢

唐
太
話｣

跋
文)

。
虎
五
郎
は
カ
ラ
フ
ト
で
の
交
易
に
熟
達
し
、

交
易
に
関
し
て

｢

夷
民｣

か
ら
の
信
頼
も
得
て
お
り
、
文
化
三
年
九
月
の
フ
ヴ
ォ
ス

ト
フ
ら
に
よ
る
ク
シ
ュ
ン
コ
タ
ン
番
家
襲
撃
後
の
カ
ラ
フ
ト
へ
の

｢

東
夷
鎮
禦
行｣

に
際
し
て

｢

特
命｣

を
奉
じ
て

｢

兵
艦｣

の
輸
送
に
あ
た
っ
た
。
そ
の
後
文
政
九
年

(

一
八
二
六)

に
は
郷
里
へ
戻
っ
て
お
り
、｢

県
命｣

に
応
じ
て

｢

邑
吏｣

と
な
り
三

保
喜
左
衛
門
と
名
乗
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
文
化
三
年
以
降
も
柴
屋
は
カ

ラ
フ
ト
へ
の
輸
送
に
従
事
せ
し
め
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
文
政
九
年
に
は
少
な
く
と
も

虎
五
郎
は
カ
ラ
フ
ト
経
営
か
ら
は
退
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
こ
と
は
、
文
化
六
年
に
松
前
の
栖
原
角
兵
衛
と
伊
達
林
右
衛
門
が
共
同
で
カ

ラ
フ
ト

(

同
年

｢

北
蝦
夷
地｣

と
呼
称
す
べ
き
旨
が
幕
府
よ
り
達
せ
ら
れ
る)

場
所

を
請
け
負
い
、
そ
の
た
め
松
前
に

｢

北
帖
場｣

を
置
き
商
号
を

｢

ま
る
き
た｣

と
し

た
、
と
い
う
栖
原
家
側
の
記
録
と
年
代
的
に
符
合
す
る

(

白
山
友
正

『

増
訂
松
前
蝦

夷
地
場
所
請
負
制
度
の
研
究』

、
八
六
八
頁)

。
な
お
、
こ
れ
に
先
立
つ
文
化
四
年
に

カ
ラ
フ
ト
を
含
む
西
蝦
夷
地
な
ら
び
に
松
前
地
が
上
知
さ
れ
、
九
月
二
七
日
に
幕
府

勘
定
組
頭
が
松
前
城
に
お
い
て
、
城
館
な
ら
び
に
当
該
地
の
版
籍
を
松
前
藩
家
老
よ

り
引
き
継
い
で
い
る

(｢

休
明
光
記

(

巻
之
七)｣

、『

新
撰
北
海
道
史』

第
五
巻
版
、

四
七
六
頁)

。

以
上
の
こ
と
を
総
合
す
る
と
、
帳
簿
の
作
成
さ
れ
た
時
点
で
カ
ラ
フ
ト
は
松
前
藩

の
沙
汰
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ク
シ
ュ
ン
コ
タ
ン
番
家
で
は
柴
屋
長
太
夫
が
経
営
に

あ
た
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
二
冊
の
帳
簿
は
、
松
前
藩
か
ら
交
易
を
委

託
さ
れ
た
柴
屋
の
現
地
差
配
人
に
よ
り
つ
け
ら
れ
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

二

カ
ラ
フ
ト
交
易
の
沿
革
か
ら
み
た
帳
簿
の
価
値

寛
政
一
二
年

(

一
八
〇
〇)

に
は
じ
ま
る
と
さ
れ
る
柴
屋
に
よ
る
カ
ラ
フ
ト
経
営

は
、
カ
ラ
フ
ト
現
地
に
お
け
る
日
本

(

幕
藩)

市
場
と
の
直
接
交
易
の
形
態
を
と
っ

て
い
た
が
、
そ
れ
は
ど
の
時
期
ま
で
遡
及
で
き
る
も
の
な
の
か
。
こ
こ
で
は
必
要
な

範
囲
で
、
ご
く
概
括
的
に
そ
の
沿
革
を
振
り
返
っ
て
お
き
た
い
。
な
お
、
以
下
事
実

関
係
に
つ
い
て
は

｢

北
蝦
夷
地
発
端
抜
書｣

(

河
野
常
吉
編

『

樺
太

幕
府
時
代』

所
収
、
北
海
道
立
図
書
館
所
蔵
河
野
常
吉
資
料
、
手
稿
本)

に
拠
っ
た
と
こ
ろ
が
大

き
い
。

カ
ラ
フ
ト
の
産
品
が
松
前
に
将
来
さ
れ
る
起
源
を
確
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、

現
存
す
る
伝
世
品
に
ま
つ
わ
る
由
緒
で
最
も
古
い
も
の
は
、
松
前
藩
主

(

蠣
崎)

家

伝
世
の
銅
雀
台
瓦
硯

(

松
前
町
教
育
委
員
会
所
蔵)

が
文
明
一
七
年

(

一
四
八
五)

に

｢

北
夷｣

か
ら
将
来
さ
れ
た
、
と
の

｢

福
山
秘
府｣

(『

新
撰
北
海
道
史』

第
五
巻

版
、
七
頁)

の
記
録
で
あ
る
。
そ
の
当
否
は
と
も
か
く
、
文
禄
二
年

(

一
五
九
三)

に
蠣
崎
慶
広
が
肥
前
名
護
屋
城
に
お
い
て
徳
川
家
康
の
慫
慂
に
よ
り

｢

奥
狄
唐
渡
之

島
持
来｣

の

｢

唐
衣｣

の

｢

道
服｣

を
贈
呈
し
た
、
と
の
記
録
が
あ
る
こ
と
な
ど
か

ら

(｢

新
羅
之
記
録｣

、『

新
北
海
道
史』

第
七
巻
版
、
四
四
頁)

、
カ
ラ
フ
ト
産
品
が

中
世
期
か
ら
松
前
へ
齎
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
ほ
ぼ
確
実
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
た
だ

し
、
カ
ラ
フ
ト
に
恒
常
的
な
交
易
施
設
が
設
け
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
一
六

二
〇
年
頃
に
松
前
に
潜
伏
し
た
イ
エ
ズ
ス
会
士
の
報
告
書
に
天
塩
ア
イ
ヌ
が

｢

中
国
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品
の
よ
う
な
ド
ン
キ

(

＝
道
服)｣

を
松
前
へ
持
参
す
る
こ
と
が
み
え
る
よ
う
に

(

チ
ー
ス
リ
ク
編

『

北
方
探
検
記』

、
五
六
頁)

、
蝦
夷
島
日
本
海
側
の
ア
イ
ヌ
社
会

を
経
由
す
る
ル
ー
ト
を
通
じ
て
の
将
来
で
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

一
七
世
紀
以
来
、
松
前
藩
で
は
た
び
た
び
藩
士
を
カ
ラ
フ
ト
踏
査
の
た
め
派
遣
し

て
い
る

(

初
見
は
寛
永
一
二

[

一
六
三
五]

年)

こ
と
が
知
ら
れ
、
正
保
国
絵
図

(

一
六
四
四)

に
は

｢
カ
ラ
ト
ノ
島｣

が
描
か
れ
る
な
ど
、
そ
の
情
報
は
藩
の
把
握

す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
そ
の
間
、
松
前
の
商
船
が
蝦
夷
地
奥
場
所
へ
も
恒

常
的
に
赴
く
よ
う
に
な
り
、
寛
文
一
〇
年

(

一
六
七
〇)

の
報
告
に
よ
る
と
、
カ
ラ

フ
ト
へ
の
渡
海
地
で
あ
る
ソ
ウ
ヤ
や
サ
ン
ナ
イ
に

｢

商
場｣

が
開
か
れ
て
い
た
こ
と

が
確
認
で
き
る

(｢

津
軽
一
統
志｣

、『

青
森
県
史』

資
料
編
近
世
１
版
、
六
二
二
頁)

。

た
だ
し
、
カ
ラ
フ
ト
に
は

｢

商
場｣

は
開
設
さ
れ
て
お
ら
ず
、｢

カ
ラ
フ
ト｣

や

｢

タ
ラ
イ
カ｣

の
ア
イ
ヌ
は
、
ソ
ウ
ヤ
へ
赴
い
て
交
易
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
一
八

世
紀
前
半
の
史
料
に
散
見
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
正
徳
五
年
(

一
七
一
五)

の
文
書
に

よ
る
と

｢

カ
ラ
ト
島
タ
ラ
イ
カ｣

の
ア
イ
ヌ
が
ソ
ウ
ヤ
に
赴
き

｢

皮
類
・
真
羽
・
青

玉
な
ど｣

を
齎
し
て
い
る
と
い
い

(｢

正
徳
五
年
松
前
志
摩
守
差
出
候
書
付｣

、『

犀

川
会
資
料』

北
海
道
出
版
企
画
セ
ン
タ
ー
版)

、
元
文
四
年

(

一
七
三
九)

頃
の
記

録
に
よ
る
と
、
ソ
ウ
ヤ
へ

｢

カ
ラ
フ
ト｣

や

｢

タ
ラ
イ
カ｣

の
ア
イ
ヌ
が

｢
唐
物｣

を
持
ち
来
る
こ
と
が
記
さ
れ
る

(｢

蝦
夷
商
賈
聞
書｣

、『

松
前
町
史』

史
料
編
第
三

巻
版)

。
こ
の
段
階
で
は
、
軽
物
の
範
疇
に
含
ま
れ
る
商
品
狩
猟
物
や
山
丹
交
易
品

が
ソ
ウ
ヤ
で
交
易
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
カ
ラ
フ
ト
現
地
で
交
易
や
漁
業
を
松

前
の
藩
士
や
商
人
が
経
営
す
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

松
前
か
ら
の
交
易
船
が
正
式
に
カ
ラ
フ
ト
へ
至
る
の
は
、
宝
暦
元
年

(

一
七
五
一)

が
嚆
矢
と
さ
れ
る
。
松
前
藩
士
加
藤
嘉
兵
衛
が
、
藩
の
許
可
を
得
て
カ
ラ
フ
ト
南
端

の
シ
ラ
ヌ
シ
へ
交
易
船
を
派
遣
し
、
軽
物
を
交
易
し
、
併
せ
て
漁
業
の
経
営
も
実
施

し
た
と
い
う
の
で
あ
る

(｢

北
蝦
夷
地
発
端
抜
書｣)

。
加
藤
に
よ
る
カ
ラ
フ
ト
へ
の

交
易
船
の
派
遣
は
し
か
し
永
続
は
せ
ず
、
宝
暦
七
年
に
停
止
さ
れ
、
カ
ラ
フ
ト
・
ア

イ
ヌ
は
ソ
ウ
ヤ
へ
赴
い
て
交
易
す
る
こ
と
と
定
め
た
と
い
う
。
こ
の
宝
暦
の
交
易
船

派
遣
に
つ
い
て
は
、
詳
細
な
史
料
を
欠
く
た
め
、
そ
の
実
際
を
よ
く
知
る
こ
と
は
叶

わ
な
い
が
、
記
録
に
残
る
カ
ラ
フ
ト
現
地
へ
の
交
易
船
派
遣
の
初
見
と
い
う
こ
と
が

で
き
る
。

そ
の
後
、
安
永
六
年

(

一
七
七
七)

に
松
前
藩
士
の
カ
ラ
フ
ト
踏
査
が
あ
っ
た
が

そ
れ
は
恒
常
的
な
も
の
と
は
な
ら
ず
、
田
沼
政
権
に
よ
る
天
明
の
蝦
夷
地
踏
査
事
業

の
実
施
に
至
る
。
そ
の
一
環
と
し
て
幕
府
普
請
役
庵
原
弥
六
ら
が
天
明
五
年

(

一
七

八
五)

七
月
に
シ
ラ
ヌ
シ
に
至
り
カ
ラ
フ
ト
南
部
を
踏
査
し

(｢

蝦
夷
地
一
件
�｣

―

一
〇
、『

新
北
海
道
史』

第
七
巻
版)

、
ま
た
翌
六
年
に
は
普
請
役
下
役
の
大
石
逸
平

ら
が
シ
ラ
ヌ
シ
か
ら
カ
ラ
フ
ト
中
・
南
部
を
踏
査
し

(｢

蝦
夷
地
一
件
�｣

―
三
五)

、

そ
の
地
理
情
報
が
幕
府
に
報
告
さ
れ
た
。
幕
府
は
カ
ラ
フ
ト
を
も
視
野
に
入
れ
た
蝦

夷
地
開
発
計
画
を
策
定
し
て
い
た
と
目
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
同
年
八
月
の
田
沼
失
脚

に
よ
り
沙
汰
止
み
と
な
っ
た
。

松
前
藩
で
は
田
沼
失
脚
後
の
寛
政
二
年

(

一
七
九
〇)

五
月
に
藩
士
高
橋
寛
光
ら

を
カ
ラ
フ
ト
に
派
遣
し
た

(｢

瓦
刺
弗
吐
島
雑
記｣

内
閣
文
庫
本)

。
翌
年
に
も
行
な

わ
れ
た
藩
に
よ
る
カ
ラ
フ
ト
踏
査
は
、
対
カ
ラ
フ
ト
交
易
に
と
っ
て
画
期
と
な
る
成

果
を
残
す
。
す
な
わ
ち
、
シ
ラ
ヌ
シ
に
番
家
を
、
ク
シ
ュ
ン
コ
タ
ン
・
ト
ン
ナ
イ
に

荷
物
番
家
を
設
け
、
以
後
年
々
勤
番
士
・
上
乗
役
を
派
遣
し
、
松
前
の
商
人
で
場
所

請
負
に
実
績
の
あ
る
阿
部
屋
村
山
伝
兵
衛
を
差
配
人
と
し
て
交
易
に
従
事
さ
せ
た
、

と
い
う
の
で
あ
る

(

同)

。
こ
れ
に
よ
り
、
実
質
的
に
カ
ラ
フ
ト
が

｢

場
所｣

と
し

て
創
設
さ
れ
た
こ
と
に
な
り

(

洞
富
雄

『

北
方
領
土
の
歴
史
と
将
来』

、
一
五
〇
頁)

、

同
時
に
松
前
藩
に
よ
る
常
設
の
交
易
・
経
営
拠
点
が
は
じ
め
て
設
置
さ
れ
た
こ
と
に

な
る
。
こ
の
体
制
は
、
差
配
人
の
変
転
を
重
ね
つ
つ
も
、
文
化
二
年
の
帳
簿
作
成
時

ま
で
継
続
す
る
こ
と
に
な
る
。
差
配
人
は
以
後
、
寛
政
八
年
に
藩
士
板
垣
豊
四
郎
に

転
じ
、
同
一
一
年
に
阿
部
屋
村
山
伝
兵
衛
に
復
し
た
の
ち
、
同
一
二
年
の
柴
屋
差
配

に
至
る
こ
と
に
な
る
。
巷
間
よ
く
知
ら
れ
る
最
上
徳
内
ら
に
よ
る
樺
太
ナ
ヨ
ロ
文
書
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実
見
を
含
む
カ
ラ
フ
ト
踏
査
は
、
こ
の
間
の
寛
政
四
年
の
出
来
事
で
あ
る

(｢

蝦
夷

草
紙
後
編｣

之
中
、『

北
門
叢
書』

第
三
冊
版)

。

以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
松
前
、
ひ
い
て
は
日
本

(

幕
藩)

市
場
に
属
す
る

商
人
に
よ
る
カ
ラ
フ
ト
現
地
に
お
け
る
直
接
交
易
・
経
営
は
寛
政
二
年

(

一
七
九
〇)

に
始
め
ら
れ
た
と
い
っ
て
よ
く
、
従
っ
て
文
化
二
年

(

一
八
〇
五)

前
後
に
お
け
る

カ
ラ
フ
ト
現
地
の
ア
イ
ヌ
と
の
商
品
取
引
を
反
映
し
て
い
る
二
冊
の
帳
簿
は
、
そ
の

ご
く
初
期
の
実
態
を
示
す
と
い
う
価
値
を
有
し
た
一
次
史
料
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
あ
る
。

三

ア
イ
ヌ
交
易
の
観
点
か
ら
み
る

｢

大
福
帳｣

の
概
要

こ
こ
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
位
置
づ
け
が
な
さ
れ
得
る
二
冊
の
帳
簿
の
う
ち
、

｢

大
福
帳｣

の
内
容
に
つ
き
、
瞥
見
し
た
印
象
の
範
囲
で
気
付
い
た
点
を
述
べ
て
み

た
い
。

｢

大
福
帳｣

に
は
、
番
家
と
ア
イ
ヌ
と
の
間
で
取
引
さ
れ
た
産
品
の
名
称
と
数
量

が
取
引
毎
に
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
数
量
的
分
析
は
他
日
に
譲
ら
ざ
る
を
得
な
い
が
、

大
雑
把
に
見
て
番
家
か
ら
ア
イ
ヌ
へ
渡
し
た
産
品
は
煙
草
・
酒
・
米
・
鉄
器
・
反
物

を
中
心
に
ざ
っ
と
四
八
品
目
に
上
る
。
反
対
に
ア
イ
ヌ
か
ら
番
家
へ
渡
さ
れ
た
産
品

は
、
鯡
・
鮭
・
煎
海
鼠
・
鯨
・
魚
油
な
ど
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
水
産
物
で
、
ざ
っ
と
一

五
品
目
が
数
え
ら
れ
る
。
そ
の
概
要
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

詳
細
な
分
析
は
や
は
り
他
日
を
期
さ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
ア
イ
ヌ
か
ら
の
集
荷
品

が
ほ
ぼ
水
産
物
に
限
定
さ
れ
て
い
る
点
は
、
注
目
さ
れ
る
。
一
般
的
に

｢

軽
物｣

と

呼
ば
れ
る
熊
胆
・
鳥
羽
・
毛
皮
・
山
丹
交
易
品
な
ど
は
、
藩
主
が
特
権
的
に
集
荷
す

る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
カ
ラ
フ
ト
は
山
丹
交
易
の
現
場
で
あ
り
、
ま
た
、
鷲
羽
な

ど
軽
物
生
産
の
豊
富
な
地
と
し
て
も
知
ら
れ
る
が
、
そ
の
集
荷
の
影
を

｢

大
福
帳｣

に
伺
う
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

カ
ラ
フ
ト
・
ア
イ
ヌ
は
こ
の
時
期
、
最
上
徳
内
が

｢

蝦
夷
草
紙
後
編｣

(

四
六
二

頁)

で
慨
嘆
す
る
よ
う
に
山
丹
交
易
品
の
調
達
を
め
ぐ
っ
て
山
丹
人
に
負
債
を
負
う

こ
と
が
恒
常
化
し
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
カ
ラ
フ
ト
・

ア
イ
ヌ
の
負
債
を
弁
済
す
る
か
わ
り
に
彼
ら
を
山
丹
交
易
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
か
ら
原
則

的
に
除
外
し
、
シ
ラ
ヌ
シ
で
幕
府
が
直
接
山
丹
人
と
交
易
す
る
形
態
に
移
行
す
る
の

は
、
松
田
伝
十
郎
に
よ
っ
て
そ
れ
が
実
施
さ
れ
た
文
化
六
年
以
降
の
こ
と
で
あ
る

(

佐
々
木
史
郎

『
北
方
か
ら
来
た
交
易
民』

ほ
か)

。
な
に
よ
り
も
、
山
丹
交
易
品
に

限
ら
ず
、
他
の
商
品
狩
猟
物
が
ま
っ
た
く
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
、
や
や
奇
異
な
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【
交
易
和
産
品
】

煙
草
、
縄
た
は
こ
、
上
酒
、
下
酒
、
や
し
酒

(

安
酒
？)

、
濁
酒
、
諸
味
、

米
、
新
庄
米
、
秋
田
米
、
糀
、
米
糀
、
鐇
、
新
鐇
、
古
鐇
、
太
代(

タ
シ
ロ)

、

間
切

(

マ
キ
リ)

、
焚
鍋
、
一
升
五
合
鍋
、
三
升
入
鍋
、
五
升
焚
鍋
、
六
升

入
鍋
、
八
升
入
鍋
、
煙
管
、
耳
金

(

ニ
ン
カ
リ)

、
針
、
受
刀
、
鼠
や
し

(

海
鼠
引
ヤ
ス
？
柄)

、
鯖
さ
し
、
下
帯
、
廻
し

(

筋)

、
か
ち
ん

(

尺)

、
茜

(

尺)

、
古
手
、
小
袖
、
白
木
綿
、
染

(

反
物)

、
赤
地
牡
丹
唐
草
、
台
盃
、

壱
ツ
盃
、
夷
わ
ん
、
大
酒
桶
、
小
酒
桶
、
酒
桶
、
行
箸

(

イ
ク
パ
ス
イ
？
本

蝦
夷
地
産
？)

、
あ
つ
し

(

本
蝦
夷
地
産
品
？
／
シ
ラ
ヌ
シ
で
取
引)

、
浮
木

縄
、
大
間
縄
、

【
交
易
ア
イ
ヌ
産
品
】

鯡
、
生
鯡
、
鮭
、
阿
達(

干
鮭[

鱒])

、
鯨
、
生
鯨
、
貝
鯨(

上
・
中
・
下)

、

鯨
油
、
油
、
い
り
こ

(

ト
ヲ
フ
チ
夷)

、
干
数
子
、
白
木
、
古
玉
平

Ⓒ2010 Historiographical Institute(Shiryo Hensan-jo)The University of Tokyo



印
象
を
受
け
る
。
断
定
的
な
物
言
い
は
控
え
る
が
、
こ
の

｢

大
福
帳｣

と
は
別
の
軽

物
に
関
す
る
帳
簿
が
存
在
し
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

と
い
う
の
も
、
柴
屋
が
カ
ラ
フ
ト
交
易
を
差
配
し
て
い
た
享
和
元
年

(

一
八
〇
一)

の
幕
府
の
記
録
に
よ
る
と
、
カ
ラ
フ
ト
に
お
け
る
交
易
体
制
は
次
の
よ
う
な
も
の
で

あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る

(

【
付
図
】
参
照)

。
す
な
わ
ち
、
カ
ラ
フ
ト
南

端
の
シ
ラ
ヌ
シ
に
松
前
藩
の
勤
番
所
と
柴
屋
の
運
上
家
が
あ
り
、
運
上
家
は
東
海
岸

ク
シ
ュ
ン
コ
タ
ン
と
西
海
岸
ト
ン
ナ
イ
の
二
ヶ
所
の

｢

出
張
番
家｣

を
統
括
し
て
い

る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
記
録
に
よ
る
と
シ
ラ
ヌ
シ
に
は
東
海
岸
シ
レ
ト
コ
か

ら
西
海
岸
ナ
ヨ
ロ
ま
で
の
間
の
ア
イ
ヌ
乙
名
が

｢

御
目
見｣

に
集
り
、
軽
物
と
山
靼

交
易
品
を
持
参
す
る
、
と
さ
れ
て
い
る
。
ク
シ
ュ
ン
コ
タ
ン
と
ト
ン
ナ
イ
の

｢

出
張

番
家｣

で
は
、
主
に
水
産
物
の
交
易
や
漁
業
経
営
が
な
さ
れ
て
い
た
、
と
い
う
。
つ

ま
り
、
領
主
権
に
属
す
る
軽
物
や
山
靼
交
易
品
の
集
荷
は
、
藩
勤
番
所
の
お
か
れ
た

シ
ラ
ヌ
シ
に
一
元
化
さ
れ
て
い
た
た
め
、
ク
シ
ュ
ン
コ
タ
ン
で
作
成
さ
れ
た
帳
簿
に

は
記
載
が
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

い
ま
一
点
、｢

大
福
帳｣

か
ら
読
み
取
る
こ
と
の
で
き
る
論
点
を
指
摘
し
て
お
く
。

｢

大
福
帳｣

に
は
一
八
四
名
の
ア
イ
ヌ
と
の
取
引
が
記
録
さ
れ
て
い
る
が
、
各
々
に

取
引
清
算
後
の
収
支
が
記
さ
れ
て
い
る
。
記
載
は
三
年
に
わ
た
る
が
、
継
続
的
に
そ

の
収
支
は
累
積
し
て
計
算
さ
れ
て
お
り
、
記
録
の
下
限
の
時
点
で
の
負
債
の
有
無
を

確
認
で
き
る
場
合
が
多
い
。
確
実
に
確
認
で
き
る
収
支
高
を
み
る
と
、
ア
イ
ヌ
側
の

｢

過
上｣

(

黒
字)

と
な
っ
て
い
る
者
は
六
七
名
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
全
体
の
約
三
六
・

四
％
に
あ
た
る
。
つ
ま
り
、
四
割
弱
の
ア
イ
ヌ
が
、
ク
シ
ュ
ン
コ
タ
ン
番
家
と
の
水

産
物
取
引
に
お
い
て
、
黒
字
取
引
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
な
か
に
は
、

｢

古
預｣

と
記
さ
れ
る
過
年
度
黒
字
に
積
算
し
て
黒
字
を
増
や
す
例
や
、｢

古
貸｣

と

記
さ
れ
る
累
積
赤
字
を
単
年
度
の

｢

過
上｣

で
解
消
す
る
例
も
確
認
で
き
る
。
一
般

的
に
一
九
世
紀
以
降
の
場
所
請
負
制
下
の
ア
イ
ヌ
社
会
は
、
場
所
請
負
人
と
の
取
引

に
お
い
て
前
貸
精
算
制
に
基
づ
く
負
債
に
苦
し
む
構
造
と
な
る
傾
向
が
指
摘
さ
れ
る

(

高
倉
新
一
郎

『

ア
イ
ヌ
政
策
史』

な
ど)

が
、
こ
の
帳
簿
に
み
え
る
数
字
を
ど
う

と
ら
え
る
か
、
地
域
的
な
要
因
や
時
代
的
な
要
因
を
考
慮
に
入
れ
つ
つ
検
討
す
る
必

要
性
が
指
摘
し
得
る
だ
ろ
う
。

も
っ
と
も
、｢

大
福
帳｣

に
は
し
ば
し
ば

｢

夏
給
代｣

｢

ル
ヲ
タ
カ
夏
給
代｣

と
の

記
載
が
あ
り
、
そ
の
給
分
で
前
貸
分
の
相
殺
が
果
さ
れ
て
い
る
例
が
散
見
さ
れ
る
。

｢

ル
ヲ
タ
カ｣

と
は
、
ク
シ
ュ
ン
コ
タ
ン
西
部
の
地
名
で
、
当
時

｢

番
屋｣

が
お
か

れ
、｢

前
後
之
夷
人
を
集
メ
鱒
漁
仕
候｣

と
記
さ
れ
て
お
り

(｢

休
明
光
記
附
録

(

巻

之
七
【
九
】)｣

、『

新
撰
北
海
道
史』

第
五
巻
版
、
八
二
〇
頁)

、
ク
シ
ュ
ン
コ
タ
ン

出
張
番
家
の
ブ
ラ
ン
チ
と
し
て
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る

(

【
付
図
】
参
照)

。
個
別
ア
イ

ヌ
と
の
関
係
は
、
漁
獲
物
の
集
荷

(

自
分
稼)

が
あ
る
一
方
で
、
雇
用
に
よ
る
漁
業

経
営
が
浸
透
し
、
家
計
の
一
部
を
占
め
て
い
た
こ
と
も
、
こ
の
帳
簿
か
ら
は
窺
え
る
。

た
だ
し
、｢

過
上｣

の
存
在
を
過
度
に
こ
の
時
期
の
カ
ラ
フ
ト
・
ア
イ
ヌ
各
戸
の
自

律
性
の
論
拠
と
す
る
に
は
、
禁
欲
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

次
に
、
ア
イ
ヌ
の
出
荷
し
た
産
品
に
み
え
る
鯨
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
。
産
物
に

は
鯨
油
・
生
鯨
・｢

貝
鯨｣

と
が
あ
る
。｢

貝
鯨｣

と
は
鯨
の
干
肉
の
こ
と
で
、
船
の

櫂
の
よ
う
な
形
に
細
長
く
仕
立
て
る
こ
と
か
ら
そ
の
名
が
あ
る
。
当
時
の
カ
ラ
フ
ト
・

ア
イ
ヌ
が
こ
う
し
た
鯨
製
品
を
ど
の
よ
う
に
得
て
い
た
の
か
、
つ
ま
り
寄
鯨
に
よ
っ

た
も
の
か
、
何
ら
か
の
捕
鯨
活
動
が
あ
っ
た
の
か
、
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、
今

後
の
課
題
と
し
て
残
さ
れ
る
。
鯨
製
品
の
集
荷
に
つ
い
て
松
本
あ
づ
さ
氏
は
最
近
、

｢『

鯨』

か
ら
み
る
近
世
蝦
夷
地｣

と
題
し
た
報
告

(

二
〇
〇
九
年
八
月
八
日
、
於：

北
海
道
・
東
北
史
研
究
会
留
萌
研
究
会)

を
行
っ
た
が
、
そ
の
な
か
で
大
福
帳
の
記

さ
れ
た
文
化
二
年
に
ク
ル
ー
ゼ
ン
シ
ュ
テ
ル
ン
が
カ
ラ
フ
ト
南
端
ア
ニ
ワ
湾
に
お
け

る
鯨
資
源
に
関
す
る
航
海
記
録
を
残
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
ク
ル
ー
ゼ
ン
シ
ュ

テ
ル
ン
は
、
ア
ニ
ワ
湾
で
多
く
の
鯨
を
実
見
し
、｢

恐
ら
く
日
本
人
は
未
だ
こ
の
地

方
に
於
い
て
捕
鯨
事
業
に
着
手
し
て
ゐ
な
い
ら
し
い｣

と
し
た
上
で
、｢

さ
て
こ
の

ア
ニ
ワ
の
占
領
そ
の
も
の
に
関
し
て
い
へ
ば
、
之
は
些
少
の
危
険
も
な
く
行
は
れ
る
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こ
と
が
出
来
る
。
蓋
し
、
日
本
人
は
如
何
な
る
種
類
の
武
器
を
も
欠
い
て
ゐ
る
か
ら
、

反
抗
の
考
へ
す
ら
起
こ
ら
ぬ
に
相
違
な
い｣

と
述
べ
て
い
る

(『

ク
ル
ウ
ゼ
ン
シ
ュ

テ
ル
ン
日
本
紀
行』

異
国
叢
書
版
、
羽
仁
五
郎
訳
に
よ
る
、
四
〇
五
〜
〇
九
頁)

。

周
知
の
如
く
ク
ル
ー
ゼ
ン
シ
ュ
テ
ル
ン
は
レ
ザ
ノ
フ
の
長
崎
往
返
の
際
の
乗
艦
の
船

長
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
航
海
記
録
が
ロ
シ
ア
政
府
部
内
で
共
有
さ
れ
て
い
た
可
能
性

は
高
い
。
帳
簿
が
掠
奪
さ
れ
た
背
景
に
、
ア
ニ
ワ
湾
の
豊
富
な
鯨
資
源
の
存
在
と
ア

イ
ヌ
に
よ
る
製
品
化
が
あ
っ
た
可
能
性
を
、
こ
こ
で
は
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

最
後
に
、
番
家
の
側
が
ア
イ
ヌ
へ
渡
し
た

｢

行
箸｣

と

｢

あ
つ
し｣

に
つ
い
て
触

れ
て
み
た
い
。｢

行
箸｣

と
は
耳
慣
れ
な
い
言
葉
だ
が
、
こ
れ
は
お
そ
ら
く

｢

い
く

は
し｣

と
よ
み
、
ア
イ
ヌ
語
の

｢iku-pasui｣
(

捧
酒
箸)

を
指
す
も
の
と
考
え
る

べ
き
だ
ろ
う
。
イ
ク
パ
ス
イ
は
ア
イ
ヌ
の
祭
具
で
あ
る
か
ら
、
番
家
が
ア
イ
ヌ
へ
渡

す
品
と
し
て
は
違
和
感
が
あ
る
。
蝦
夷
地
産
の
イ
ク
パ
ス
イ
を
中
継
交
易
し
た
も
の

か
、
あ
る
い
は
カ
ラ
フ
ト
・
ア
イ
ヌ
か
ら
預
か
っ
た
イ
ク
パ
ス
イ
に
漆
を
施
し
た
も

の
な
の
か
。
検
討
す
る
興
味
の
残
る
品
で
あ
る
。
同
様
に
、｢
あ
つ
し｣

は
ア
イ
ヌ

語
の

｢attus｣
(

靭
皮
衣)

を
指
す
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
ア
ッ
ト
ゥ
シ
は
蝦
夷
島

に
お
い
て
は
オ
ヒ
ョ
ウ
な
ど
の
木
の
内
皮
か
ら
と
っ
た
繊
維
を
紡
い
だ
ア
イ
ヌ
の
伝

統
的
な
織
布
で
、
日
本
市
場
向
け
に
需
要
が
あ
り
、
一
九
世
紀
以
降
は
場
所
請
負
人

に
よ
り
大
規
模
に
集
荷
さ
れ
た
こ
と
が
本
田
優
子
氏
に
よ
り
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る

(｢

近
世
北
海
道
に
お
け
る
ア
ッ
ト
ゥ
シ
の
産
物
化
と
流
通｣

[『

北
海
道
立
ア
イ
ヌ
民

族
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要』

八
、
二
〇
〇
二
年])

。
そ
の
受
容
が
カ
ラ
フ
ト
・
ア

イ
ヌ
に
も
あ
っ
た
と
み
る
べ
き
か
。
交
易
例
は
一
例
だ
が
、
シ
ラ
ヌ
シ
で
の
取
引
で

あ
る
。
こ
れ
も
ア
イ
ヌ
集
団
間
の
地
域
差
を
視
野
に
入
れ
、
検
討
す
る
糸
口
を
呈
し

て
い
る
も
の
と
考
え
る
。

四

ア
イ
ヌ
交
易
の
観
点
か
ら
み
る

｢

簾
貸
帳｣

の
概
要

次
に
、｢

簾
貸
帳｣

の
内
容
に
つ
き
、
こ
れ
も
瞥
見
し
た
印
象
の
範
囲
で
気
付
い

た
点
を
述
べ
て
み
た
い
。

こ
の
帳
簿
は
、｢

簾｣

の
取
引
に
ほ
ぼ
特
化
し
た
帳
簿
で
あ
り
、
管
見
の
限
り
蝦

夷
地
で
は
そ
の
例
を
知
ら
な
い
。
そ
の
点
で
も
、
特
殊
な
性
格
を
有
し
た
も
の
と
見

る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
約
一
九
〇
件
の
取
引
が
記
さ
れ
る
が
、
そ
の
取
引
規
模

は
、
文
化
三
年
正
月
二
四
日
か
ら
三
月
二
二
日
ま
で
の
三
ヶ
月
間
で

｢

簾｣

五
四
六

枚
と

｢

苫｣

三
五
枚
が
集
荷
さ
れ
て
い
る
。
苫
の
用
途
に
つ
き
帳
簿
に
は
、｢

鯡
取

船
帆
ニ
成｣

と
記
さ
れ
て
い
る
。
簾
の
用
途
に
関
す
る
記
載
は
な
い
。
簾
と
苫
、
す

な
わ
ち
大
き
な
括
り
で
い
う
な
ら
ば
、
編
ん
で
作
成
す
る
産
品
を
集
荷
す
る
た
め
の

取
引
帳
簿
、
と
い
う
性
格
を
看
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

簾
・
苫
に
対
し
て
番
家
が
ア
イ
ヌ
へ
渡
し
た
品
は
、
煙
草
・
米
・
鉄
器
な
ど
、
ざ
っ

と
一
二
品
目
で
あ
り
、
酒
が
取
引
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
目
に
付
く
。
そ
の
概
要
は
、

以
下
の
通
り
。

こ
の
帳
簿
か
ら
は
、
出
荷
者
に
つ
き
特
徴
的
な
傾
向
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
出

荷
者
名
に

｢

女
房｣

｢

母｣

・｢

家
内｣

・｢

妹｣

・｢

姉｣

・｢

目
掛｣

・｢

本
妻｣

と
い
う

女
性
を
示
す
語
が
付
さ
れ
た
ケ
ー
ス
が
三
四
例
あ
る
点
で
あ
る
。
ま
た
、
ア
イ
ヌ
女

性
名
に
特
徴
的
な
、
語
尾
が

｢

マ
ツ｣

(m
at)

で
結
ば
れ
る
ケ
ー
ス
が
七
例
あ
り
、

試
み
に
こ
れ
に
音
の
近
い

｢

マ｣

で
語
尾
が
結
ば
れ
る
名
を
探
す
と
、
五
八
例
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
。
約
一
九
〇
件
の
取
引
者
の
う
ち
、
女
性
名
の
可
能
性
が
指
摘
し

得
る
例
が
九
九
で
あ
る
か
ら
、
過
半
数
が
女
性
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
、
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
結
論
を
早
急
に
下
す
に
は
慎
重
な
検
討
が
必
要
だ
が
、
簾
や
苫
の
作
成
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、
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耳
金
、
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、
夷
椀
、

壱
津
椀
、
折
敷
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者
は
女
性
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

一
般
的
に
ア
イ
ヌ
民
族
誌
に
よ
る
と
、
茣
蓙

(kina)

や
ア
ッ
ト
ゥ
シ
な
ど
の
織

物
は
、
伝
統
的
な
ア
イ
ヌ
社
会
に
あ
っ
て
は
女
性
の
手
わ
ざ
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
る

の
が
通
例
で
あ
る

(『

ア
イ
ヌ
民
族
誌』

な
ど)

。
そ
う
考
え
る
な
ら
ば
、
い
ず
れ
も

織
り
や
編
み
に
よ
る
作
成
と
考
え
ら
れ
る
簾
や
苫
を
ア
イ
ヌ
女
性
か
ら
集
荷
し
た
と

読
み
得
る
こ
の
帳
簿
の
情
報
と
、
民
族
誌
情
報
と
は
、
符
合
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ

う
で
あ
る
な
ら
ば
こ
の
帳
簿
は
、
場
所
を
差
配
し
た
商
人
と
女
性
と
の
取
引
の
実
態

を
詳
細
に
示
す
早
い
時
期
の
史
料
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
ア
イ
ヌ
女
性
史
の
史
料
と

し
て
の
価
値
を
含
む
こ
と
に
な
る
。
慎
重
な
検
討
を
す
べ
き
と
考
え
る
。

最
後
に
、
な
ぜ
簾
が
三
ヶ
月
で
五
四
六
枚
と
い
う
規
模
で
集
荷
さ
れ
た
の
か
、
こ

の
点
に
つ
い
て
考
え
を
廻
ら
し
、
稿
を
閉
じ
る
こ
と
と
し
た
い
。
つ
ま
り
、
柴
屋
の

カ
ラ
フ
ト
経
営
・
交
易
に
お
い
て
、
簾
の
需
要
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
、
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
田
端
宏
氏

(

北
海
道
教
育
大
学
名
誉
教
授)

・

駒
木
根
恵
蔵
氏

(

余
市
町
史
編
集
室)

か
ら
の
御
教
示
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
こ

と
を
、
は
じ
め
に
明
記
し
、
感
謝
申
し
上
げ
る
。

一
般
的
に
蝦
夷
地
の
漁
場
に
お
い
て
簾
は
、
筋
子

(

鮭
魚
卵)

・
カ
ズ
ノ
コ

(

鯡

魚
卵)

を
干
製
す
る
際
に
利
用
さ
れ
る
。
そ
れ
は
近
代
の
事
例
で
確
認
さ
れ
、
た
と

え
ば
留
萌
市
教
育
委
員
会
編

『

留
萌
市
ニ
シ
ン
漁
撈
調
査：

留
萌
市
礼
受
地
区
の
ニ

シ
ン
漁
撈
を
中
心
に』

(

留
萌
市
教
育
委
員
会
、
一
九
九
五
年)

に
よ
る
と
、
同
市

礼
受
で
漁
業
経
営
を
行
な
っ
て
い
た
佐
賀
家
の
鰊
番
家
に
は
、
次
の
よ
う
な
民
具
が

残
さ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
カ
ズ
ノ
コ
や
白
子
を
干
製
す
る
際
に
、
ス
ダ
レ
を
外
部
か
ら
購
入
し
て

い
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
カ
ズ
ノ
コ
を
干
製
す
る
際
に
ス
ダ
レ
を
用
い
る
、
と
い

う
事
例
は
、
帳
簿
と
同
時
代
に
も
確
認
で
き
る
。
た
と
え
ば
寛
政
一
二
年

(

一
八
〇

〇)
の
序
を
持
つ
秦
檍
丸
の

『

蝦
夷
島
奇
観』

に
は
、｢

鯡
漁
之
図｣

が
納
め
ら
れ

て
お
り
、
簾
の
上
で
乾
燥
さ
れ
て
い
る
カ
ズ
ノ
コ
が
描
か
れ
て
い
る

(

雄
峰
社
版
を

利
用)

。
翻
っ
て

｢

大
福
帳｣

を
み
る
と
、
取
引
品
に
一
例
の
み

｢

干
数
子｣

が
あ

り
、
干
製
の
カ
ズ
ノ
コ
が
ク
シ
ュ
ン
コ
タ
ン
番
家
に
商
品
と
し
て
集
荷
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。｢

大
福
帳｣

に
は
、｢

鯡｣

や

｢

生
鯡｣

が
大
量
に
集
荷
さ

( ) 帳簿の概要とアイヌ交易研究 (谷本)167

三
二
〇
一
一
／
一
四
六
七

カ
ズ
ノ
コ
オ
リ

大

(

数
の
子
乾
燥
折
枠)

ト
ド
マ
ツ
。
台
の
上
に
ス
ダ
レ
を
伸
ば
し
、
身
欠
鰊
や
数
の
子
を
乾
燥
す
る
と

き
使
用
。

三
二
〇
一
二
／
一
四
六
八

カ
ズ
ノ
コ
オ
リ

小

(

数
の
子
乾
燥
折
枠)

ト
ド
マ
ツ
。
数
の
子
を
乾
燥
す
る
時
、
折
枠
の
中
に
ス
ダ
レ
を
敷
き
、
そ
の
上

に
製
品
を
並
べ
る
。

(

同
書
一
二
五
頁)

三
四
〇
〇
三
／
一
三
三
五

ス
ダ
レ

(

す
だ
れ)

完
成
品
を
購
入
し
、
後
に
自
家
の
折
枠
寸
法
に
合
わ
せ
て
整
え
る
。
萱
／
三
子

縄
。
身
欠
鰊
や
数
の
子
を
乾
燥
す
る
と
き
下
に
敷
い
て
用
い
る
。
数
の
子
乾
燥

折
枠
を
使
用
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
数
の
子
用
と
白
子
用
に
分
け
、
数
の

子
用
は
乾
燥
折
枠
の
寸
法
に
合
わ
せ
て
作
ら
れ
た
。
殆
ど
は
完
成
品
を
購
入
し

た
が
、
一
部
は
農
家
に
作
成
を
委
託
し
た
。
五
枚
一
束
／
長
さ
：
一
八
〇
〇
㎜
、

巾
：
九
八
〇
㎜
。

三
四
〇
〇
四
／
一
三
七
四

タ
ケ
ス
ダ
レ

(

竹
す
だ
れ)

根
曲
が
り
竹
。
同
上
。
五
枚
一
束
／
一
八
〇
〇
㎜
×
一
〇
〇
〇
㎜
。

(

同
書
一
二
九
頁)
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れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
か
ら
、
番
家
で
カ
ズ
ノ
コ
を
仕
立
て
た
こ
と
は
想
像
に

難
く
な
い
。
そ
れ
に
は
、『

蝦
夷
島
奇
観』

に
み
る
よ
う
に
、
ア
イ
ヌ
の
雇
用
が
あ
っ

た
こ
と
も
想
像
し
得
る
。
こ
の
こ
と
に
関
連
し
て
、｢

簾
貸
帳｣

に
は
、
和
製
品
貸

付
の
清
算
の
際
に
簾
や
苫
と
い
っ
た
現
物
を
渡
し
て
い
な
い
場
合
、｢

数
子
帳
ニ
入｣

と
の
記
載
が
複
数
確
認
で
き
る
。
樺
太
南
部
の
ア
イ
ヌ
女
性
が
カ
ズ
ノ
コ
生
産
と
密

接
に
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
彷
彿
と
さ
せ
る
記
述
で
あ
る
が
、
そ
の
内
実
は
詳
ら
か

に
で
き
な
い
。

こ
の
ほ
か
、
文
化
四
年

(

一
八
〇
七)

頃
成
立
の

｢

松
前
産
物
大
概
鑑｣

に
は
、

筋
子
の
製
法
に
触
れ
、｢

鮭
塩
切
候
節
、
腹
ヨ
リ
取
出
候
侭
簾
へ
並
べ
、
塩
切
仕
、

程
能
キ
頃
樽
詰
仕
候｣

と
記
す

(『

日
本
農
書
全
集』

五
八
版
、
四
三
頁)

。
こ
こ
で

も

｢

簾｣

が
筋
子
製
造
の
際
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。｢

大
福
帳｣

に
は
、
鮭
や

｢

阿

達｣
(atat

＝
干
鮭)

の
集
荷
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
か
ら
、
簾
を

利
用
し
て
筋
子
が
番
家
で
製
造
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
ま
た
指
摘
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。

な
お
、
こ
こ
で
い
う

｢

簾｣

が
葭
簾
を
指
す
と
い
う
可
能
性
も
あ
る
。
文
化
四
年

に
東
蝦
夷
地
子
モ
ロ

(

根
室)

場
所
を
訪
れ
た
松
前
奉
行
支
配
調
役
荒
井
保
恵
の
日

記
に
あ
る

｢

会
所
遣
用
買
上
直
段｣

の
品
目
に

｢

鰊
ス
ダ
レ｣

が

｢
夷
キ
ナ｣

・｢

茅

簾｣

と
と
も
に
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
る

(｢

東
行
漫
筆｣

、『

北
方
史
史
料
集
成』

第

一
巻
版
、
一
七
二
頁)

。
ま
た
、
同
じ
日
記
の
東
蝦
夷
地
ク
ス
リ

(

釧
路)
場
所
に

お
け
る
会
所
買
上
値
段
付
に
は
、｢

白
子
干
あ
ふ
す
け｣

が

｢

あ
ふ
す
け｣

(

一
枚
二

尋)

・｢

き
な
筵｣

(

一
枚
二
尋)

と
と
も
に
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
る

(

同
書
、
一
三

三
頁)

。｢

あ
ふ
す
け｣

と
い
う
の
は
、
ア
イ
ヌ
語aputki

(

簾)

が
転
訛
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
、
串
原
正
峯
は
寛
政
四
年

(

一
七
九
二)

西
蝦
夷
地
ソ
ウ
ヤ

(

宗
谷)

場
所
交
易
値
段
付
の
な
か
の

｢

ア
プ
ス
ケ｣

に
注
記
し
て

｢

但
、
葭
簾
の
事
な
り｣

と
記
し
て
い
る

(｢

夷
諺
俗
話｣

、『

日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成』

第
四
巻
版
、
四
九

四
頁)

。
つ
ま
り
、
一
八
世
紀
末
〜
一
九
世
紀
初
頭
の
蝦
夷
地
に
お
い
て
場
所
請
負

人
の
会
所
が
ア
イ
ヌ
か
ら
買
い
上
げ
た
簾
製
品
に
は
、
水
産
加
工
用
の
簾
と
、
二
尋

の
大
き
さ
の
あ
る
よ
う
な
葭
簾
と
の
二
つ
の
区
分
が
な
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
筵

(

キ
ナ)

と
は
別
の
物
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

｢

簾
貸
帳｣

に
書
き
上
げ
ら
れ
た

｢

簾｣

が
両
者
を
さ
す
の
か
、
あ
る
い
は
そ
の
一

方
の
み
を
指
す
の
か
は
断
定
で
き
な
い
が
、
先
に
み
た

｢

数
子
帳｣

の
存
在
や
、
取

引
枚
数
の
多
さ
か
ら
み
て
、
水
産
加
工
用
の
簾
が
含
ま
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
と

考
え
る
。｢

簾
貸
帳｣

に
み
え
る
大
量
に
集
荷
さ
れ
た
簾
の
数
的
規
模
は
、
カ
ズ
ノ

コ
や
白
子
・
筋
子
と
い
っ
た
加
工
漁
獲
物
の
製
造
が
こ
の
時
期
か
な
り
の
規
模
で
ク

シ
ュ
ン
コ
タ
ン
に
お
い
て
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
反
映
す
る
も
の
で
は
な
い
か
、

と
い
う
展
望
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

お
わ
り
に

以
上
、
雑
駁
で
は
あ
る
が
、
二
冊
の
帳
簿
を
眺
め
て
得
た
印
象
を
、
思
い
つ
く
ま

ま
に
述
べ
て
き
た
。
無
論
、
こ
れ
は
中
間
報
告
で
あ
り
、
浅
学
不
才
の
身
に
よ
る
限

ら
れ
た
感
想
を
出
る
も
の
で
は
な
い
。
お
そ
ら
く
こ
れ
は
、
こ
の
貴
重
な
帳
簿
か
ら

得
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
論
点
の
ご
く
一
部
に
過
ぎ
な
い
だ
ろ
う
。
大
方
の
御
叱
正
を
い

た
だ
け
る
な
ら
ば
、
こ
れ
に
過
ぎ
る
幸
せ
は
な
い
。

＊
文
献
注
は
、
略
記
に
留
め
た
点
、
御
了
解
く
だ
さ
い
。

【
付
記
】
本
稿
校
正
中
、
保
谷
徹
教
授
よ
り
、
筆
者
が
提
供
さ
れ
た
ロ
シ
ア
科
学
ア

カ
デ
ミ
ー
古
籍
文
献
研
究
所
所
蔵

｢

簾
貸
帳｣

な
ら
び
に

｢

大
福
帳｣

の
画
像
デ
ー

タ
に
相
当
数
の
脱
落
が
あ
っ
た
と
の
報
を
受
け
た
。
従
っ
て
、
本
稿
第
三
節
・
第
四

節
の
数
量
的
な
叙
述
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
修
正
の
必
要
が
あ
る
が
、
い
ま
手
元
に

新
た
な
画
像
デ
ー
タ
が
な
い
こ
と
と
、
史
料
の
全
体
的
な
印
象
の
提
示
に
は
益
も
あ

ろ
う
か
と
考
え
た
こ
と
と
に
よ
り
、
あ
え
て
削
除
せ
ず
に
中
間
報
告
と
し
て
掲
載
す

る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。
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【付図】中村小市郎・高橋次太夫による享和元年 (1801) のカラフ

ト経営状況 ※松前藩主直捌 ※柴屋長太夫仕入

出典：中村小市郎・高橋次太夫申上書 (享和元年10月老中

宛蝦夷地御用掛進達書添付／｢休明光記附録 (巻之

七【九】)｣､ 『新撰北海道史』 第五巻版､ 816～836 頁)
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